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松戸市議会議員、原ゆうじ市政レポート「税金の無駄遣いは許さない！８年春号 

祝！市役所  

３月１１日、庁舎整備の特別検討委員会が開催され、市から市役所現地建て替えの考えが表明されました。 

建て替え比較の前提条件は？どちらも、市役所の床面積は 37,000㎡。駐車場は 280台。 

建て替え方法は？ 現地建て替えは耐震性不足の本館、新館部分を解体しその跡地に建て替える。 

移転建て替えは、松戸中央公園の南北の敷地（下図①，②③）にそれぞれ建て替える。（分散建て替え） 

 

白紙撤回＝時間かかる➡安全な仮庁舎に移転＆費用の軽減を！ 

原ゆうじの考え移転計画白紙＆現地建て替えとの比較など、こうした新市長の方針には大賛成です。 

ただし、今の移転計画でも７年半かかる予定です。さらに再検討なら尚、時間はかかります。仮にその間、

大地震が来ればどうなるのか？市の責務として一刻も早い耐震性のある安全な仮庁舎への移転をすべきです。

市は、デジタル化（ネットによる住民票取得など）により、１０年後、市役所への来庁者は７割減する見込み

を示しています。安全な仮庁舎さえ確保できれば、現計画（延床面積 37,000㎡）よりコンパクトな市役所建

設も検討出来、建設費の軽減も期待できます。今、検討中の大きさでいいのか見極めるべきです。原ゆうじの

この仮庁舎検討の提案に対し市長は「建て替え方法とともに同時に検討したい」と前向きな答弁をしました。 

市民・職員等の安全＆費用の軽減！のためにも、まずは仮庁舎が必要と考え、市に訴え続けます！ 

松戸市の市役所建て替え場所のついての声明、詳細↓（原文を要約）  

事業費については、可能な限りの費用削減を図る必要がある。この点で、現有施設（議会棟・別館）

や民間施設の活用により、機能集約の考え方を可能な限り取り入れつつ新庁舎の規模縮小により費用

縮減を図るなどの多様なプランの検討可能性が見込める敷地の選択が重要。 

事業期間については、新庁舎整備が喫緊の課題であること。整備期間の長期化が事業費や、仮庁舎の

賃借料増大につながること。物価上昇懸念を踏まえ早期の整備着手を行える敷地選択が重要。 

市民の利便性に配慮すれば、24 時間 365 日通行可能なアクセス道路が確保されていることが重要。 

災害対応の面では、水害発生時等においても、代替施設での対応可能な体制を備えることで、双方の

敷地においても復旧・復興対応が可能と考えること。 

上記のことから、市として松戸駅周辺の回遊性向上及び市街地活性化の観点など「まちづくりの視点」

は重要ではあるものの、現在の本市の財政状況や他の大型事業の推進に鑑み、事業費及び事業期間の

ほか、市民の利便性を最優先すべきとの結論に至った。 

以上を総合的に勘案した結果、市として新庁舎建て替え場所は現市役所敷地とすることとしたい。 
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移転 VS 現地、その差は 55 億円！
松戸市は、1月に移転と現地建て替えについて、事業費＆事業期間の比較↓を公表していますが、移転にせよ

現地でも、同じ大きさ（約 37,000㎡）の建物を建てるので、庁舎の建設費はほぼ一緒となっています。 

なぜ 55 億円の差がでたのか？ 現地建て替えと比較し、移転の場合は、新拠点ゾーンの南北敷地に２つ建

物を建てるので設計費等で 14 億円、用地購入＆既存建物の撤去で 15 億円、S 字道路の改良や外構費で 11

億円、1年 6か月分の仮庁舎費用で 5億円、費用がかさみ高くなっています。 

、 

市が現地建て替えの方針を表明したからと言って決定とはまだ言い切れません！ 
今後予想される現地建て替え決定までの関門は？今後市はまず議会を開いて、現地建て替え

の基本計画策定予算を提案すると思われますが、ここが第一関門と思います。 

仮に議会が可決すれば、次に市は基本設計、その後実施設計予算、そして最後に建物の建築予算が提

案すると思いますが、この建築予算可決までは決定とは言い切れないと思います。 

（今後の流れ） 基本計画   基本設計  実施設計  建物建築予算（R12年頃？） 

原ゆうじの考え！ようやく市が現地建て替え方針となったことは良かったと思います。 

移転、現地建て替えの費用や利便性などで公正な比較がされれば、必ず現地建て替えとなると思って

いましたので、今はとてもホッとしています。今回の比較では、6 号線の右折レーン設置費が移転建

て替えの費用に入っていなかったなど多少の不満はありますが、駅からの利便性について、移転では、

イトーヨーカ堂の開店前の新庁舎へのアクセスが問題との我々の指摘を市がようやく認めたことも、

よかったと思います。しかし、現地建て替えでも約６５７億円と巨額です。 

今後は、より一層のデジタル化や、耐震性には問題ない議会棟、別館の活用等により建築面積 37,000

㎡を小さくできないか？など今後も原ゆうじは費用削減の提案をしていきます！                                                                                                                                                              


